























































































































































































わたり給はぬ已前にも、北の町とうちまかせての給ん事、さもあるべし。問、此巻を源氏卅四歳といはゞ、若菜の巻の上、源氏四十の御賀の年数にあはせん事、如何。答、真木柱の 、諸抄には源氏卅七歳より卅八歳 十一月までといへり。しかれども 玉鬘 男子をうみたまへる十一月の事過て末に 「〽
秋の夕のたゞならぬに」と



























































































































































































































































元禄二年二月七日」 （ 『道のさかへ』 ）に、 「元






（５）季吟「橋柱の文台の記」 （ 『道のさかへ』 ）に、 「元禄二年しは

















































長の云う通りであって、花鳥余情の兼良の説は、贈答の間に三年を要する点で不充分である。しかし同時に花鳥余情以前から、小鑑に見えるような、少女巻末年 翌年を胡蝶巻と次でする年立の考え方があった事は、右の小鑑の引用文から知りえよう。小鑑 資料的価値を示す一例と申せよう。 （
228頁）
と指摘されるごとくである。（












































にあひたる心也。 〈下略〉 。 〈河〉ことつ
















































































職制律の【ちやくふくすへき人の喪を聞てかくして挙哀せすは徒罪以下といふは職制律の】文を見るに」 （本文は無窮会本に従う）において、 【】内を欠く。これは「職制律の」間の目移りによる誤脱と推定される。このことから 、湖春筆本 親本において、二つの「職制律の」が一行を跨いで隣接していたとも想定しうる。その場合、湖春筆本の親本 行十七～十八字と考えられ、無窮会本や九大本とは異なる可能性も生じるが、確証はないため、指摘にとどめておきたい。なお、無窮会本 九大本では「又一義／云延喜七年法曹の勘状に職制律／（改丁）のちやくふくすへき人の喪を聞てかくし ／挙哀せすは徒罪以下といふは職制律の文／を見るに」のごとく改行されて る。
また、稿者は注（
17）の拙稿において、湖春筆本の湖春による




重に伝えた伝本である。内海直重に関連す 記述と て 「新玉津島後記
　












































































































ことを原則とし、改行・清濁・誤字・脱字などに操作を加えることはしていない。ただし、字体は適宜通行のものに改め、合字は開き「 ［］ 」で示し、意の通じない箇所や誤解を与えかねない箇所等には「 （ママ） 」と傍記した。なお、注記
263（
63丁ウ）のみ、小書の箇所にさらに小字





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































等にご高配を賜りました各所蔵機関、 『源氏物語微意』の閲覧・翻刻をお許しくださいました日本大学総合学術情報センター、ご所蔵の『為尹卿千首和歌題抄』について、ご教示および閲覧・複写の機会を賜りました佐々木孝浩先生 深謝申し上げ す。
（みやがわ・しんや
　
本学大学院博士後期課程）
